教育実践研究　　数学科教育法指導案

・題材名　　連立方程式
・授業準備　教科書、ノート、配布プリント

・ねらい
· 連立方程式の解について表を使って、イメージさせる。
· 例題を使い、連立方程式の解を覚える。
· 生徒の実態

男子２５人、女子１５人の計４０人のクラス。平均的な学力の生徒が多い。発言は多い
が、根拠がなく思いつきで発言をすることが多い。（仮定）
・展開

学習活動　　　　　時間　　　学習支援の手だて(留意点)　　評価項目(評価項目)
・今日の目標　　　　　　　　　　今日の目標：連立方程式の解を
覚える。

・１元１次方程式につい　５分　　方程式とは未知数を含み、そ

て思い出させる。　　　　　　　　の未知数が特定の値をとると

きだけに成立する等式。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　例　ｘ＋３＝７　　ｘ＝４　
　　　　　　　　　　　　　　　　未知数ｘがある式を方程式で　
あることを思い出させる。

・連立方程式とその解　　　　　　問題文をみんなで読む。
例題を読み、問題を解
く。　

例題

　林選手は地区大会決勝の試合で１０本のシュートを決め、２４得点をあげて優勝しました。バスケットのシュートには、３点シュートと２点シュートがあります。
林選手は３点シュートと２点シュートをそれぞれ何本成功させたのでしょうか？
・手順１　式(１)を作る。１０分　３点シュートをｘ本、２点シュ　発言させる。机間指
ートをｙ本成功させ、２４得　導でプリントの答えを
点したと考えて式をたてる。　確認。
解く時間を与える。その際期　

間指導でわからない生徒には

助言する。（手順２から手順４

までも同様に解く時間を与え、

その際期間指導でわからない

生徒には助言する。）

・答え合わせ　　　　　　　　　　生徒に答えを言わせ、なぜそ

の答えになったかも確認する。

（手順２から手順４までも同様

に答えあわせを行う。）

・手順２　式(１)より考　５分　　表を作り、本数の組み合わせを

えられるシュートの本数　　　　　わかりやすく考える。　　　　
の組み合わせを考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・手順３　式(２)を作る。１０分　３点シュートと２点シュートを　発言させる。机間指
　　　　　　　　　　　　　　　　合わせて１０本成功させたと　導でプリントの答えを
　　　　　　　　　　　　　　　　いう条件を考えて式をたてる。確認する。
・手順４　式(２)より考　　　　　もう一度表を作り、本数の組み　
えられるシュートの本数　　　　　合わせをわかりやすく考える。

の組み合わせを考える。

・答え合わせ　　　　　　　　　　手順２と手順４の表からｘとｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　の共通の値が出ることを確認し

　　　　　　　　　　　　　　　　て、それがこの連立方程式の解

３点シュートと２点シュートの

本数であることを確認する。

・共通なｘ、ｙの値の組　１０分　式(１)、式(２)よりできた表よ
を探す。　　　　　　　　　　　　り共通なｘ、ｙの値の組ｘ＝４

ｙ＝６を見つけることにより、
組み合わせたどの方程式も成り
立たせるような文字の値の組が
出ることを確認させる。
・たしかめ　　　　　　　１０分　教科書の確かめの問題を使い、
　　　　　　　　　　　　　　　　連立方程式の解を確認する。


2章 １．連立方程式
今日の目標


例題
林選手は地区大会決勝の試合で１０本のシュートを決め、２４得点をあげて優
勝しました。バスケットのシュートには、３点シュートと２点シュートがありま
す。

林選手は３点シュートと２点シュートをそれぞれ何本成功させたのでしょうか
？

手順１　　３点シュートをｘ本、２点シュートをｙ本成功させて２４得点あげたと

してｘとｙの関係を等式で表そう。


　
手順２　　手順１で作った式から考えられるシュートの本数の組み合わせをすべて

求めよう。
３点シュートの本数[ｘ本]　０　１　２　３　４　５　６　７　８

２点シュートの本数[ｙ本]
手順３　　３点シュートｘ本と、２点シュートｙ本を合わせて１０本成功させたと

してｘとｙの関係を等式で表そう。

手順４　　手順３で作った式から考えられるシュートの本数の組み合わせをすべて

　　　　　求めよう。
３点シュートの本数[ｘ本]  ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
２点シュートの本数[ｙ本]







